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○
調
理
室
・
和
室
は
土
足
厳
禁

で
す
。

○
利
用
後
は
必
ず
清
掃
を
し
て

下
さ
い
。

○
管
理
者
が
不
在
の
時
は
、
玄

関
の
施
錠
操
作
を
お
願
い
し

ま
す
。

★
エ
ア
コ
ン
・
ガ
ス
・
照
明
・

換
気
扇
の
停
止
を
必
ず
確
認

し
て
下
さ
い
。

○
ゴ
ミ
は
各
自
で
持
ち
帰
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
鍵
の
運
用
に
つ
い
て

　

管
理
者
が
不
在
の
時
は
、
各

自
で
開
錠
の
上
入
館
し
て
下
さ

い
。

　

キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
暗
証
番
号

は
、
利
用
の
多
い
団
体
宛
に
通

知
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
団
体
及
び
個
人
で

利
用
さ
れ
る
方
は
、
管
理
者
に

事
前
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

○
駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て

　

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
の

　

公
民
館
新
築
に
あ
た
り
利
用

の
き
ま
り
を
制
定
い
た
し
ま
し

た
の
で
遵
守
い
た
だ
き
大
切
に

利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

○
営
利
目
的
、
政
治
、
宗
教
活

動
な
ど
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
利
用
の
申
し
込
み
は
、
予
約

表
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

　

利
用
後
は
使
用
簿
に
使
用
内

容
を
記
載
し
て
下
さ
い
。

○
光
熱
費
の
高
騰
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
冷
暖
房
費
を
ご

負
担
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

利
用
ご
と
の
冷
暖
房
使
用
料

は
、
集
会
室
・
調
理
室
・
ロ
ビ
ー

は
２
０
０
円
、
和
室
・
会
議
室
・

学
習
工
作
室
は
１
０
０
円

　

利
用
の
都
度
風
除
室
の
ポ
ス

ト
（
冷
暖
房
利
用
料
表
示
）
に

入
れ
て
下
さ
い
。

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

馬
越
利
行
様
（
亡　

母
）

　

藤
井
直
美
様
（
亡　

夫
）

　

木
下
浩
次
様
（
亡
祖
母
）

　

小
寺
展
弘
・
千
さ
ん

　
　

男
の
子　

亮
吾
ち
ゃ
ん

　
　
　
（
３
月
27
日
生
ま
れ
）
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








紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

県
主
公
民
館
長　
　

西　

本　
　
　

興
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出
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

り
ょ
う
ご

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

0

0

で
、
旧
公
民
館
跡
地
等
を
利
用

し
整
理
し
て
駐
車
し
て
下
さ
い
。

○
休
館
日
（
主
事
不
在
日
）

　

毎
週
日
曜
・
月
曜
日
・
祝
祭

日
は
全
日
、
土
曜
日
は
午
後
１

時
以
降

※

施
設
の
整
備
の
た
め
休
館
日

を
特
別
に
設
け
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

★
詳
し
く
は
備
付
け
の
利
用
の

き
ま
り
を
確
認
下
さ
い
。

　

更
に
は
、
近
隣
と
地
域
の
皆

様
の
深
い
ご
理
解
に
対
し
ま
し
て

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

高
齢
者
ま
で
地
域
の
誰
も
が
集

い
学
び
、
将
来
に
わ
た
っ
て
皆

様
と
の
絆
が
繋
が
っ
て
い
く
、

必
要
と
さ
れ
る
公
民
館
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

委　
員　
長　

岡
田　

廣
康

　

副
委
員
長　

藤
森　

雅
和

　
　
　

〃　
　
　

西
本　
　

興

　

委　
　

員　

山
本　

勝
禧

　
　
　

〃　
　
　

岡
田　

章
文

　
　
　

〃　
　
　

藤
井　
　

護

　
　
　

〃　
　
　

鳥
越　

愛
子

　
　
　

〃　
　
　

蔵
本　

敏
秀

　
　
　

〃　
　
　

尾
山　

立
志

　
　
　

〃　
　
　

岡
本　

好
範

　

事　
務　
局　

山
本　

俊
和

　
　
　

〃　
　
　

森
下　

和
美

ま
し
た
。
構
想
か
ら
３
年
９
か

月
余
り
、
近
隣
の
皆
様
の
ご
協

力
と
建
設
推
進
委
員
会
の
皆
様

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
土

地
の
取
得
か
ら
設
計
・
造
成
工

事
や
建
築
工
事
な
ど
、
そ
の
間

に
は
、
市
当
局
の
厳
し
い
財
政

事
情
と
と
も
に
、消
費
税
の
増
税
、

資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
、
色
々

な
要
因
が
あ
り
、
満
足
で
き
な

か
っ
た
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
様
々
な
紆
余
曲
折

を
経
て
完
成
し
た
公
民
館
は
、

環
境
に
や
さ
し
い
近
代
的
な
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮

し
た
設
計
で
、
玄
関
ロ
ビ
ー
の

天
井
は
高
く
吹
き
抜
け
に
な
っ

て
お
り
、
多
目
的
ホ
ー
ル
を
設

け
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
配
置

し
て
い
ま
す
。
広
々
と
し
た
調

理
室
や
集
会
室
、
清
潔
な
衛
生

設
備
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

の
拠
点
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
当
局

と
工
事
関
係
者
の
皆
様
、
ま
た
、

多
大
な
時
間
と
労
力
を
奉
仕
し

て
い
た
だ
い
た
建
設
推
進
委
員

会
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
敬
意
を

表
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

止
を
受
け
て
、
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昭
和
51
年
３
月
に
開
館
し
た

旧
公
民
館
は
、
こ
れ
ま
で
皆
様

の
直
接
生
活
に
関
わ
る
催
し
物

や
文
化
振
興
・
福
祉
の
増
進
な

ど
長
い
歴
史
の
中
で
地
域
を
見

守
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

施
設
・
設
備
の
老
朽
化
や
自
然

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
と
し

て
、
不
適
格
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
意
見
を
も
と
に
新
た
に
建
て

替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
、
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
と
協
議
し
、
新
公
民
館
建

設
の
方
針
が
確
定
し
た
上
で
、

公
民
館
運
営
審
議
会
を
開
催
し

て
建
設
推
進
委
員
会
を
設
置
し

　

あ
じ
さ
い
の
花
が
美
し
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
於

か
れ
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
度
、
44
年
ぶ
り
に
新

た
な
県
主
公
民
館
が
完
成
し
、

４
月
25
日
に
、
大
舌
井
原
市
長

を
は
じ
め
、
坊
野
井
原
市
議
会

議
長
、
伊
藤
教
育
長
、
他
数
名

の
関
係
者
が
出
席
し
て
竣
工
式

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
誠
に
有

難
く
限
り
な
い
喜
び
で
あ
り
ま

す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
落
成
記

念
祝
賀
会
を
開
催
し
て
、
地
域

の
皆
様
と
と
も
に
喜
び
を
分
か

ち
合
い
た
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延

に
よ
る
各
所
の
イ
ベ
ン
ト
の
中

新
し
い
公
民
館
の
完
成

建
設
推
進
委
員
会

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http://w

w
w
.agatanosato.jp

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
ペ
ー
ジ
で「
み
ん
な
の
県
主
」が
閲
覧
で
き
ま
す
。

編
集
委
員

安
藤
直
樹
・
岡
田　

忍
（
ま
ち
づ

く
り
）・
大
池
達
也
（
自
治
連
）・

山
本
俊
和
・
森
本
峰
子
・
鳥
越
千

恵
子
（
社
協
）・
森
下
和
美
（
公

民
館
）

 　

９
月
６
日
（
日
）
か
ら

 　
　

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

 　

11
月
８
日
（
日
）　

 　
　

ハ
ウ
ス
祭
り

 　

11
月
29
日
（
日
）　

 　
　

県
主
公
民
館
Ｇ･

Ｇ
大
会

 　

12
月
６
日
（
日
）　

 　
　

不
燃
性
粗
大
ご
み
収
集

 　

12
月
29
日
（
火
）

 　
　

公
民
館
煤
払
い

 　

１
月
３
日
（
日
）　

　
　
　

新
年
互
礼
会

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ お

知
ら
せ

公
民
館
の
利
用
に
つ
い
て

公
民
館
利
用
の
き
ま
り（
抜
粋
）

中
止
と
な
っ
た
行
事

　

町
民
体
育
祭
、
井
原
夏
祭

り
、
納
涼
盆
踊
り
大
会
、
敬

老
会
、
市
民
体
育
祭

　

な
お
、
公
民
館
学
級
活
動

の
予
定
は
年
度
初
め
の
予
定

を
記
載
し
て
い
ま
す
。
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県
主
地
区
自
治
連
合
協
議
会
長　

佐
藤　

好
晴

い
つ
こ
の
事
態
が
収
束
し
て
再

び
平
穏
な
日
常
が
帰
っ
て
く
る

の
か
、
当
分
不
安
な
日
々
は
続

き
そ
う
で
す
。

　

自
治
会
活
動
に
と
っ
て
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
以
上
に
少
子
高
齢
化

問
題
も
不
安
の
種
で
す
。
県
主

の
人
口
は
５
月
末
現
在
、
５
４

０
世
帯
１
２
９
２
人
で
す
。
こ

の
10
年
間
で
21
世
帯
、
３
２
４

人
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

４
割
近
く
の
人
が
65
才
以
上
の

高
齢
者
で
す
。

　

防
犯
や
防
災
の
対
策
、
除
草

活
動
の
継
続
、
お
祭
り
な
ど
の

各
種
行
事
の
開
催
、
そ
し
て
、

自
治
会
数
36
そ
の
も
の
の
維
持

等
々
、
人
口
減
少
に
因
る
課
題

は
山
積
し
て
い
ま
す
。
課
題
解

決
の
た
め
の
妙
案
は
直
ち
に
思
い

つ
き
ま
せ
ん
が
、
昔
な
が
ら
の
相

身
互
い
、「
相
互
扶
助
」
の
精

神
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
確
か

で
す
。
こ
れ
な
く
し
て
は
地
域
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
は
立
ち
行
き
ま
せ
ん
。

　

県
主
地
域
の
事
情
に
疎
い
私

が
自
治
会
の
大
役
を
引
き
受
け
、

責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
一
抹
の
不
安
を
抱
き
な
が

ら
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。

こ
の
不
安
払
拭
は
地
域
の
方
々

の
ご
協
力
に
す
が
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

不
安
と
い
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
深
刻
で
す
。

県
主
で
も
多
く
の
行
事
や
会
合

の
開
催
を
自
粛
し
ま
し
た
。
小

学
校
も
運
動
会
の
中
止
や
長
期

の
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
当
然
、
自
治
会
活
動
や
公

民
館
活
動
も
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
に
至
る
ま
で
マ
ス
ク
着
用
、

手
洗
い
、「
三
密
」
を
避
け
る
、

更
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
息
苦

し
い
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
息
苦
し
さ
を
最
も
強
く
感

じ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
の
は

子
ど
も
た
ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

少
な
く
と
も
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方

が
不
安
を
抱
く
こ
と
が
な
い
よ

う
に
努
め
る
と
同
時
に
、
県
主

の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
わ

た
っ
て
県
主
に
住
み
た
い
と
思

え
る
よ
う
、
私
た
ち
大
人
は
経

験
知
を
出
し
合
い
、
力
を
合
わ

せ
て
が
ん
ば
る
、
そ
ん
な
「
後

ろ
姿
」
を
見
せ
た
い
も
の
で
す
。

　

県
主
公
民
館
新
築
に
際
し

ご
寄
付
並
び
に
お
祝
い
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
披
露
さ

せ
て
い
た
だ
き
お
礼
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
寄
付
金

・
安
原
産
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

安
原
健
二
様

・
建
設
推
進
委
員
長

　
　

岡
田
廣
康
様

・
県
主
公
民
館
長

　
　

西
本　

興
様

○
寄
贈
品

・
医
療
法
人
社
団
き
の
こ
会

　

き
の
こ
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
病
院

　

名
誉
院
長　

佐
々
木
健
様

・
株
式
会
社
志
多
木
組
様

・
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
三
嶋

　
　

三
嶋
明
様

○
お
祝
い

・
佐
藤
好
晴
様

・
県
主
小
学
校
様

　　　　

新しくなった公民館
▼4月 25日竣工式

▼

学
習
工
作
室

▼

ロ
ビ
ー

▼

調
理
室

▼

会
議
室

▼

集
会
室

▼

和
室

協
議
会
長

・
佐
藤
好
晴
（
淀
自
治
連
合
会
）

門
田
下　
　
　
　

大　

谷

・
大
池
達
也　
　

・
阪
本
節
夫

門
田
上　
　
　
　

西
方
上

・
吉
仲
利
哲　
　

・
北
田
泰
裕

西
方
下

・
藤
井
徳
生

１
部　

上　

淀　
　

窪
木
勝
美

　
　
　

淀　

西　
　

藤
井
亮
則

　
　
　

小　

林　
　

藤
井
敏
彦

　
　
　

淀
下
第
１　

佐
藤
好
晴

　
　
　

淀
下
第
２　

岡
田
義
弘

２
部　

広
江
第
１　

安
原
正
哲

　
　
　

広
江
第
２　

磯
崎
泰
久

　
　
　

太　

和　
　

藤
井
勝
美

　
　
　

仁
古
谷
上　

岡
田　

学

　
　
　

仁
古
谷
下　

大
池
達
也

３
部　

実
相
前　
　

岡
田
和
久

　
　
　

実
相
後　
　

岡
田
雅
治

４
部　

大
谷
上　
　

多
賀
修
治

　
　
　

大
谷
下　
　

田
村
駿
逸

　
　
　

西
大
谷　
　

阪
本
節
夫

５
部　

都
恵
第
１　

安
原
由
弘

　
　
　

都
恵
第
２　

山
本
益
之

　
　
　

蔵
本
上　
　

廣
田
弥
久

　
　
　

蔵
本
下　
　

松
田
誠
治

６
部　

女
官
第
１　

馬
越
利
行

　
　
　

女
官
第
２　

尾
山
正
信

　
　
　

南　
　
　
　

吉
仲
啓
子

　
　
　

辻　
　
　
　

吉
仲
利
哲

７
部　

石　

仏　
　

種
川
雅
彦

　
　
　

木　

舟　
　

鳥
越　

昇

　
　
　

井　

迫　
　

佐
藤
和
行

　
　
　

中　

岡　
　

北
田
正
次

８
部　

中
耕
地　
　

矢
本
哲
雄

　
　
　

甲
子
講　
　

北
田
泰
裕

９
部　

大
迫
１
組　

藤
井
宏
康

　
　
　

大
迫
２
組　

木
内
敏
雄

　
　
　

大
迫
３
組　

藤
井
輝
隆

　
　
　

大
迫
４
組　

池
田
俊
美

10
部　

向
山
西　
　

藤
井
徳
生

　
　
　

向
山
東　
　

池
田　

真

11
部　

西
方
住
宅　

田
中
真
央

令
和
２
年
度

県
主
地
区
自
治
連
合
協
議
会

各
地
区
連
合
会
会
長

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

　
　
　
　
　

昔
な
が
ら
の…

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

　
　
　
　
　

昔
な
が
ら
の…
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県
主
地
区
自
治
連
合
協
議
会
長　

佐
藤　

好
晴

い
つ
こ
の
事
態
が
収
束
し
て
再

び
平
穏
な
日
常
が
帰
っ
て
く
る

の
か
、
当
分
不
安
な
日
々
は
続

き
そ
う
で
す
。

　

自
治
会
活
動
に
と
っ
て
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
以
上
に
少
子
高
齢
化

問
題
も
不
安
の
種
で
す
。
県
主

の
人
口
は
５
月
末
現
在
、
５
４

０
世
帯
１
２
９
２
人
で
す
。
こ

の
10
年
間
で
21
世
帯
、
３
２
４

人
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

４
割
近
く
の
人
が
65
才
以
上
の

高
齢
者
で
す
。

　

防
犯
や
防
災
の
対
策
、
除
草

活
動
の
継
続
、
お
祭
り
な
ど
の

各
種
行
事
の
開
催
、
そ
し
て
、

自
治
会
数
36
そ
の
も
の
の
維
持

等
々
、
人
口
減
少
に
因
る
課
題

は
山
積
し
て
い
ま
す
。
課
題
解

決
の
た
め
の
妙
案
は
直
ち
に
思
い

つ
き
ま
せ
ん
が
、
昔
な
が
ら
の
相

身
互
い
、「
相
互
扶
助
」
の
精

神
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
確
か

で
す
。
こ
れ
な
く
し
て
は
地
域
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
は
立
ち
行
き
ま
せ
ん
。

　

県
主
地
域
の
事
情
に
疎
い
私

が
自
治
会
の
大
役
を
引
き
受
け
、

責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
一
抹
の
不
安
を
抱
き
な
が

ら
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
。

こ
の
不
安
払
拭
は
地
域
の
方
々

の
ご
協
力
に
す
が
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

不
安
と
い
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
深
刻
で
す
。

県
主
で
も
多
く
の
行
事
や
会
合

の
開
催
を
自
粛
し
ま
し
た
。
小

学
校
も
運
動
会
の
中
止
や
長
期

の
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
当
然
、
自
治
会
活
動
や
公

民
館
活
動
も
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
に
至
る
ま
で
マ
ス
ク
着
用
、

手
洗
い
、「
三
密
」
を
避
け
る
、

更
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
息
苦

し
い
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
息
苦
し
さ
を
最
も
強
く
感

じ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
の
は

子
ど
も
た
ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

少
な
く
と
も
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方

が
不
安
を
抱
く
こ
と
が
な
い
よ

う
に
努
め
る
と
同
時
に
、
県
主

の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
わ

た
っ
て
県
主
に
住
み
た
い
と
思

え
る
よ
う
、
私
た
ち
大
人
は
経

験
知
を
出
し
合
い
、
力
を
合
わ

せ
て
が
ん
ば
る
、
そ
ん
な
「
後

ろ
姿
」
を
見
せ
た
い
も
の
で
す
。

　

県
主
公
民
館
新
築
に
際
し

ご
寄
付
並
び
に
お
祝
い
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
披
露
さ

せ
て
い
た
だ
き
お
礼
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
寄
付
金

・
安
原
産
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

安
原
健
二
様

・
建
設
推
進
委
員
長

　
　

岡
田
廣
康
様

・
県
主
公
民
館
長

　
　

西
本　

興
様

○
寄
贈
品

・
医
療
法
人
社
団
き
の
こ
会

　

き
の
こ
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
病
院

　

名
誉
院
長　

佐
々
木
健
様

・
株
式
会
社
志
多
木
組
様

・
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
三
嶋

　
　

三
嶋
明
様

○
お
祝
い

・
佐
藤
好
晴
様

・
県
主
小
学
校
様

　　　　

新しくなった公民館
▼4月 25日竣工式

▼

学
習
工
作
室

▼

ロ
ビ
ー

▼

調
理
室

▼

会
議
室

▼

集
会
室

▼

和
室

協
議
会
長

・
佐
藤
好
晴
（
淀
自
治
連
合
会
）

門
田
下　
　
　
　

大　

谷

・
大
池
達
也　
　

・
阪
本
節
夫

門
田
上　
　
　
　

西
方
上

・
吉
仲
利
哲　
　

・
北
田
泰
裕

西
方
下

・
藤
井
徳
生

１
部　

上　

淀　
　

窪
木
勝
美

　
　
　

淀　

西　
　

藤
井
亮
則
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藤
井
敏
彦

　
　
　

淀
下
第
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佐
藤
好
晴

　
　
　

淀
下
第
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岡
田
義
弘

２
部　

広
江
第
１　

安
原
正
哲

　
　
　

広
江
第
２　

磯
崎
泰
久
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藤
井
勝
美

　
　
　

仁
古
谷
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岡
田　

学

　
　
　

仁
古
谷
下　

大
池
達
也

３
部　

実
相
前　
　

岡
田
和
久

　
　
　

実
相
後　
　

岡
田
雅
治

４
部　

大
谷
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多
賀
修
治

　
　
　

大
谷
下　
　

田
村
駿
逸

　
　
　

西
大
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阪
本
節
夫

５
部　

都
恵
第
１　

安
原
由
弘

　
　
　

都
恵
第
２　

山
本
益
之

　
　
　

蔵
本
上　
　

廣
田
弥
久

　
　
　

蔵
本
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松
田
誠
治

６
部　

女
官
第
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馬
越
利
行

　
　
　

女
官
第
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尾
山
正
信

　
　
　

南　
　
　
　

吉
仲
啓
子

　
　
　

辻　
　
　
　

吉
仲
利
哲

７
部　

石　
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種
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雅
彦

　
　
　

木　
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鳥
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昇

　
　
　

井　
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和
行

　
　
　

中　

岡　
　

北
田
正
次

８
部　

中
耕
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矢
本
哲
雄

　
　
　

甲
子
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北
田
泰
裕

９
部　

大
迫
１
組　

藤
井
宏
康
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迫
２
組　

木
内
敏
雄

　
　
　

大
迫
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組　

藤
井
輝
隆
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迫
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組　

池
田
俊
美
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向
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真
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西
方
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令
和
２
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度

県
主
地
区
自
治
連
合
協
議
会

各
地
区
連
合
会
会
長

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

　
　
　
　
　

昔
な
が
ら
の…
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

　
　
　
　
　

昔
な
が
ら
の…
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２
０
２
０
年
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

パ
ン
ジ
ー
の
苗
植
え
付
け

（
仁
古
谷
地
区
）

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

県の里まちづくり推進協議会 かかしコンテスト事務局 ▼うつくしい里部会長  蔵本久美【電話  090-8713-2089】

▼みのりの里部会長  蔵本敏秀 【電話  090-4572-8211】応募・問合せ先 ▼県主公民館  井原市門田町74５-1  電話・FAX 0866-62-7812

賞品各種
県の里で作られたお米や
サツマイモを使用した
焼酎「里の夢」など

県の里で作られたお米や
サツマイモを使用した
焼酎「里の夢」など

賞品各種

米俵はイメージです米俵はイメージです

開催期間：2020年９月6日（日）～１０月２5日（日）
第8回 かかしコンテスト

●テ　　ー　　マ：農　　業
●参　加　方　法：申込みは事務局へ問合せしてください。
●応募締切日：2020年 8月31日
●賞　品：最優秀賞……１本（県の里産新米・玄米6０kg）
　　　　　優　秀　賞……２本（県の里産新米・玄米30kg）
　　　　　特　別　賞……１本（県の里産新米・白米10kg）
　　　　　佳　　作……５本（県の里産新米・白米５kg）
　　　　　会　長　賞……２本（焼酎  県の里「里の夢」1本）
　　　　　子どもの部……５本（トロフィー及び賞品）
　　　　　参　加　賞……全員（県の里産新米・白米１kg）

作品募集内容 ※申し込みをされた方に詳しい要項をお渡しします。

【はらぺこ青虫】 キャベツの葉っぱに“はらぺこ青虫”が大量に発生。 農薬はできるだけ使いたくないので青虫取りがんばってます。 

2019年
最優秀賞

2020コンテスト作品募集
かかしコンテスト開催

も
年
々
空
家
が
増
加
し
て
い
る

た
め
、
空
家
の
把
握
と
基
本
的

な
調
査
を
行
い
、
所
有
者
の
意

向
を
踏
ま
え
て
利
活
用
を
図
る

よ
う
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

事
業
費
（
予
算
額
）  

２
０
５
，０
０
０
円

　

補
助
額

 

１
５
０
，０
０
０
円

　

次
の
事
業
に
つ
い
て
も
単
独

事
業
と
し
て
、
継
続
し
て
進
め

ま
す
。

①
池
や
川
な
ど
へ
の
落
水
者
を

救
助
す
る
際
の
一
助
と
な
る
、

命
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
事
業

②
お
世
話
お
ば
さ
ん
・
お
世
話

お
じ
さ
ん
結
婚
相
談
事
業

③
鳥
羽
踊
り
保
存
会
の
子
ど
も

伝
承
教
室
へ
の
支
援

④
県
の
里
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
の
会
へ
の
支
援

※

こ
の
他
、
相
互
に
支
援
・
協

力
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合

は
、
関
係
団
体
と
協
議
し
て
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
行
き
ま
す
。

て
考
え
る
と
と
も
に
、
市
内
外

の
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

①「
ふ
る
さ
と
か
か
し
作
り
交

流
講
座
」
の
開
催

②「
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

開
催

③
井
原
市
南
部
の
地
域
に
よ
る

「
か
か
し
ロ
ー
ド
」
構
想
実

現
の
た
め
の
調
整

④
か
か
し
広
場
の
整
備
や
空
地

へ
の
花
の
植
栽

　

事
業
費
（
予
算
額
）  

６
３
８
，０
０
０
円

　

補
助
額

 

５
０
０
，０
０
０
円

　

高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
世

帯
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
住
宅
周

辺
の
草
刈
り
や
簡
単
な
住
宅
修

理
（
建
屋
・
設
備
）
な
ど
を
請

負
い
ま
す
。
県
主
社
協
の
助
け

合
い
ワ
ン
コ
イ
ン
事
業
と
協
力

し
合
っ
て
進
め
ま
す
。
事
業
の

窓
口
は
、
県
主
公
民
館
で
す
。

　

事
業
費
（
予
算
額
）  

２
５
３
，０
０
０
円

　

補
助
額

 

１
３
０
，０
０
０
円

　

全
国
で
空
家
問
題
の
解
決
は

喫
緊
の
課
題
で
す
。
地
区
内
で

こ
の
た
め
に
講
座
の
開
催
や
先

進
地
視
察
を
実
施
し
、
意
識
の

高
揚
に
繋
げ
ま
す
。

　

事
業
費
（
予
算
額
）  

１
７
８
，０
０
０
円

　

補
助
額

８
０
，０
０
０
円

　

さ
つ
ま
芋
を
使
っ
た
焼
酎
造

り
や
芋
チ
ッ
プ
ス
・
き
く
芋

チ
ッ
プ
ス
の
製
造
を
行
い
、
特

産
品
と
し
て
位
置
づ
け
る
活
動

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
の

各
種
苗
を
生
産
し
て
、
家
庭
菜

園
か
ら
発
展
的
に
耕
作
放
棄
地

解
消
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
模

索
し
ま
す
。

　

事
業
費
（
予
算
額
）  

６
６
２
，０
０
０
円

　

補
助
額

 

５
０
０
，０
０
０
円

　

大
人
か
ら
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
巻
き
込
み
、
少
し
で

も
地
域
の
農
業
の
将
来
に
つ
い

　

ま
ち
づ
く
り
・
自
治
会
・
公

民
館
・
社
協
の
４
者
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
情
報
誌
「
み

ん
な
の
県
主
」
の
発
行
を
年
３

回
実
施
し
ま
す
。
特
に
本
年
度

か
ら
自
治
会
か
ら
の
ス
タ
ッ
フ

が
加
わ
り
、
紙
面
の
充
実
に
期

待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
活
用
し
て
他
地
域
へ
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

事
業
費
（
予
算
額
）  

２
１
０
，０
０
０
円

　

補
助
額

 

１
４
０
，０
０
０
円

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
く

上
で
、
最
も
必
要
な
の
が
「
地

域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た

め
に
、
で
き
な
い
理
由
を
考
え

る
よ
り
、
ど
う
し
た
ら
で
き
る

か
を
考
え
、
自
主
的
・
主
体
的

に
行
動
が
で
き
る
人
々
」
で
す
。

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

井
原
市
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金
対
象
事
業

井
原
市
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金
対
象
事
業

　

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
は
、
令
和
２
年
度
の
事
業
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
取
組
み
を
計
画
・
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
８
回
目
に
な
る
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
の
エ
ン
ト
リ
ー
受
付
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

毎
年
市
内
外
か
ら
、
昔
な
つ
か
し
い
か
か
し
達
と
田
園
風
景
を
多

く
の
皆
様
に
見
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
の
た
め
に
、
個
人
、
グ
ル
ー
プ
で
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

広
報
紙
発
行
事
業
（
継
続
事
業
）

人
材
育
成
事
業

（
継
続
事
業
）

地
元
の
一
番
開
発
事
業

（
継
続
事
業
）

「
ふ
る
さ
と
か
か
し
」
に

　

よ
る
地
域
活
性
化
事
業

（
継
続
事
業
）

ふ
る
さ
と
便
利
屋
さ
ん
事
業

（
継
続
事
業
）

空
家
基
本
調
査
事
業（

継
続
事
業
）

焼酎用芋の植え付け6
13（黄金千貫 1500 本）

大雨(無人野菜販売所まえ)7
14

三嶋　明さんに感謝状
6
25

3
22
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２
０
２
０
年
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

パ
ン
ジ
ー
の
苗
植
え
付
け

（
仁
古
谷
地
区
）

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

県の里まちづくり推進協議会 かかしコンテスト事務局 ▼うつくしい里部会長  蔵本久美【電話  090-8713-2089】

▼みのりの里部会長  蔵本敏秀 【電話  090-4572-8211】応募・問合せ先 ▼県主公民館  井原市門田町74５-1  電話・FAX 0866-62-7812

賞品各種
県の里で作られたお米や
サツマイモを使用した
焼酎「里の夢」など

県の里で作られたお米や
サツマイモを使用した
焼酎「里の夢」など

賞品各種

米俵はイメージです米俵はイメージです

開催期間：2020年９月6日（日）～１０月２5日（日）
第8回 かかしコンテスト

●テ　　ー　　マ：農　　業
●参　加　方　法：申込みは事務局へ問合せしてください。
●応募締切日：2020年 8月31日
●賞　品：最優秀賞……１本（県の里産新米・玄米6０kg）
　　　　　優　秀　賞……２本（県の里産新米・玄米30kg）
　　　　　特　別　賞……１本（県の里産新米・白米10kg）
　　　　　佳　　作……５本（県の里産新米・白米５kg）
　　　　　会　長　賞……２本（焼酎  県の里「里の夢」1本）
　　　　　子どもの部……５本（トロフィー及び賞品）
　　　　　参　加　賞……全員（県の里産新米・白米１kg）

作品募集内容 ※申し込みをされた方に詳しい要項をお渡しします。

【はらぺこ青虫】 キャベツの葉っぱに“はらぺこ青虫”が大量に発生。 農薬はできるだけ使いたくないので青虫取りがんばってます。 

2019年
最優秀賞

2020コンテスト作品募集
かかしコンテスト開催

も
年
々
空
家
が
増
加
し
て
い
る

た
め
、
空
家
の
把
握
と
基
本
的

な
調
査
を
行
い
、
所
有
者
の
意

向
を
踏
ま
え
て
利
活
用
を
図
る

よ
う
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

事
業
費
（
予
算
額
）  

２
０
５
，０
０
０
円

　

補
助
額

 

１
５
０
，０
０
０
円

　

次
の
事
業
に
つ
い
て
も
単
独

事
業
と
し
て
、
継
続
し
て
進
め

ま
す
。

①
池
や
川
な
ど
へ
の
落
水
者
を

救
助
す
る
際
の
一
助
と
な
る
、

命
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
事
業

②
お
世
話
お
ば
さ
ん
・
お
世
話

お
じ
さ
ん
結
婚
相
談
事
業

③
鳥
羽
踊
り
保
存
会
の
子
ど
も

伝
承
教
室
へ
の
支
援

④
県
の
里
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
の
会
へ
の
支
援

※

こ
の
他
、
相
互
に
支
援
・
協

力
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合

は
、
関
係
団
体
と
協
議
し
て
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
行
き
ま
す
。

て
考
え
る
と
と
も
に
、
市
内
外

の
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
事

業
を
展
開
し
ま
す
。

①「
ふ
る
さ
と
か
か
し
作
り
交

流
講
座
」
の
開
催

②「
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

開
催

③
井
原
市
南
部
の
地
域
に
よ
る

「
か
か
し
ロ
ー
ド
」
構
想
実

現
の
た
め
の
調
整

④
か
か
し
広
場
の
整
備
や
空
地

へ
の
花
の
植
栽

　

事
業
費
（
予
算
額
）  

６
３
８
，０
０
０
円

　

補
助
額

 

５
０
０
，０
０
０
円

　

高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
世

帯
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
住
宅
周

辺
の
草
刈
り
や
簡
単
な
住
宅
修

理
（
建
屋
・
設
備
）
な
ど
を
請

負
い
ま
す
。
県
主
社
協
の
助
け

合
い
ワ
ン
コ
イ
ン
事
業
と
協
力

し
合
っ
て
進
め
ま
す
。
事
業
の

窓
口
は
、
県
主
公
民
館
で
す
。

　

事
業
費
（
予
算
額
）  

２
５
３
，０
０
０
円

　

補
助
額

 

１
３
０
，０
０
０
円

　

全
国
で
空
家
問
題
の
解
決
は

喫
緊
の
課
題
で
す
。
地
区
内
で

こ
の
た
め
に
講
座
の
開
催
や
先

進
地
視
察
を
実
施
し
、
意
識
の

高
揚
に
繋
げ
ま
す
。

　

事
業
費
（
予
算
額
）  

１
７
８
，０
０
０
円

　

補
助
額

８
０
，０
０
０
円

　

さ
つ
ま
芋
を
使
っ
た
焼
酎
造

り
や
芋
チ
ッ
プ
ス
・
き
く
芋

チ
ッ
プ
ス
の
製
造
を
行
い
、
特

産
品
と
し
て
位
置
づ
け
る
活
動

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
の

各
種
苗
を
生
産
し
て
、
家
庭
菜

園
か
ら
発
展
的
に
耕
作
放
棄
地

解
消
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
模

索
し
ま
す
。

　

事
業
費
（
予
算
額
）  

６
６
２
，０
０
０
円

　

補
助
額

 

５
０
０
，０
０
０
円

　

大
人
か
ら
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
巻
き
込
み
、
少
し
で

も
地
域
の
農
業
の
将
来
に
つ
い

　

ま
ち
づ
く
り
・
自
治
会
・
公

民
館
・
社
協
の
４
者
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
情
報
誌
「
み

ん
な
の
県
主
」
の
発
行
を
年
３

回
実
施
し
ま
す
。
特
に
本
年
度

か
ら
自
治
会
か
ら
の
ス
タ
ッ
フ

が
加
わ
り
、
紙
面
の
充
実
に
期

待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
活
用
し
て
他
地
域
へ
情
報
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

事
業
費
（
予
算
額
）  

２
１
０
，０
０
０
円

　

補
助
額

 

１
４
０
，０
０
０
円

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
行
く

上
で
、
最
も
必
要
な
の
が
「
地

域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た

め
に
、
で
き
な
い
理
由
を
考
え

る
よ
り
、
ど
う
し
た
ら
で
き
る

か
を
考
え
、
自
主
的
・
主
体
的

に
行
動
が
で
き
る
人
々
」
で
す
。

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

井
原
市
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金
対
象
事
業

井
原
市
が
ん
ば
る
地
域
応
援
補
助
金
対
象
事
業

　

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
は
、
令
和
２
年
度
の
事
業
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
取
組
み
を
計
画
・
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
８
回
目
に
な
る
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト
の
エ
ン
ト
リ
ー
受
付
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

毎
年
市
内
外
か
ら
、
昔
な
つ
か
し
い
か
か
し
達
と
田
園
風
景
を
多

く
の
皆
様
に
見
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
の
た
め
に
、
個
人
、
グ
ル
ー
プ
で
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

広
報
紙
発
行
事
業
（
継
続
事
業
）

人
材
育
成
事
業

（
継
続
事
業
）

地
元
の
一
番
開
発
事
業

（
継
続
事
業
）

「
ふ
る
さ
と
か
か
し
」
に

　

よ
る
地
域
活
性
化
事
業

（
継
続
事
業
）

ふ
る
さ
と
便
利
屋
さ
ん
事
業

（
継
続
事
業
）

空
家
基
本
調
査
事
業（

継
続
事
業
）

焼酎用芋の植え付け6
13（黄金千貫 1500 本）

大雨(無人野菜販売所まえ)7
14

三嶋　明さんに感謝状
6
25

3
22



６
月 

開
講
式　

 

ご
み
の
分
別
講
習 

７
月 

研
修
旅
行 

９
月 

作
品
作
り

　
　
　
（
ク
ラ
フ
ト
籠
作
り
）

11
月 

公
民
館
Ｇ
Ｇ
大
会
参
加

２
月 

生
涯
学
習
講
座

 

（
花
の
寄
せ
植
え
）

３
月 

出
前
講
座
・
閉
講
式

　
　
　

門
田
楽
寿
会

社
会
奉
仕
と
健
康
の
維
持
管
理 

４
月 

学
習
計
画 

５
月 

総
会

10
月 

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

11
月 

研
修
親
睦
旅
行

12
月 

出
前
講
座｢

料
理
教
室｣

３
月 

門
田
・
西
方
楽
寿
会
親

睦
大
会

西
方
楽
寿
会

社
会
貢
献
と
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り

４
月　

学
習
計
画 

６
月　

食
育
講
座 

７
月　

ふ
れ
あ
い
親
睦
旅
行

９
月　

社
会
奉
仕
実
践
活
動

10
月　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

11
月　

ふ
れ
あ
い
親
睦
旅
行

１
月　

料
理
教
室

２
月　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

３
月　

門
田
・
西
方
楽
寿
会
親

睦
大
会

　

明
る
く
心
身
と
も
に
健
康
な 

幼
児
の
育
成
を
図
る
た
め
、
会 

員
相
互
に
研
修
し
、
保
護
者
の 

親
睦
を
深
め
る
。

４
月 

開
講
式

５
月 

親
子
遠
足 

６
月 

音
楽
遊
び

８
月 

水
遊
び 

９
月 

電
車
遠
足

10
月 

パ
ン
作
り

11
月  

親
子
遠
足

12
月 

奉
仕
作
業
・
ク
リ
ス
マ
ス
会

２
月 

お
別
れ
遠
足
・
閉
講
式

　

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
親
子

で
共
通
体
験
を
し
、
共
に
感
動

を
味
わ
い
ふ
れ
合
い
を
深
め
る
。

ま
た
相
互
の
親
睦
を
深
め
地
域

社
会
へ
参
加
す
る
。

７
月 

開
講
式
・
作
品
作
り

９
月 

教
育
講
演
会

11
月 

ハ
ウ
ス
祭
り
展
示

11
月 

公
民
館
Ｇ
Ｇ
大
会
参
加

２
月 

出
前
講
座
・
閉
講
式

　

自
治
会
女
性
部
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
自
己
の
教
養
を
高

め
る
。
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●
１
部

　
　

佐
藤　

裕
美
・
藤
井　

亮
則

　
　

藤
井　

久
美
・
佐
藤　

和
子

　
　

岡
田　

敏
枝

●
２
部

　
　

安
原　

正
哲
・
磯
崎　

泰
久

　
　

藤
井　

勝
美
・
岡
田　
　

学

　
　

大
池　

達
也

●
３
部

　
　

岡
田　

和
久
・
岡
田　

雅
治

●
４
部

　
　

多
賀　

修
治
・
田
村　

駿
逸

　
　

阪
本　

節
夫

●
５
部

　
　

安
原　

由
弘
・
山
本　

益
之

　
　

廣
田　

弥
久
・
松
田　

誠
治

●
６
部

　
　

馬
越　

利
行
・
尾
山　

正
信

　
　

吉
仲　

啓
子
・
吉
仲　

利
哲

●
７
部

　
　

種
川　

春
江
・
鳥
越　

恵
子

　
　

佐
藤　

英
子
・
北
田　

正
次

●
８
部

　
　

三
嶋　

邦
恵
・
北
田　

治
美

●
９
部

　
　

森
岡　

順
次
・
佐
藤　

政
恵

　
　

生
駒　

悦
子
・
藤
井　

保
江

●
10
部

　
　

岡
田　

安
志
・
平
川　

佳
孝

●
11
部

　
　

木
田　

秀
夫
・
三
村　

賢
司

　
　

池
田　

也
実
・
北
殿
万
里
子

◎
顧　

問

　

生
駒
五
三
六
・
北
田　

雅
之

　

藤
井　
　

護

◎
会　

長

　

佐
藤　

和
子

◎
副
会
長

　

西
本　
　

興
・
佐
藤　

好
晴

　

鳥
越　

愛
子

◎
庶　

務

　

藤
井　

房
郎

◎
会　

計

　

三
嶋　

佐
織

◎
理　

事

　

森
下　

和
美
・
岡
田　

章
文

　

山
本　

俊
和
・
大
池　

達
也

　

阪
本　

節
夫
・
吉
仲　

利
哲

　

北
田　

泰
裕
・
藤
井　

徳
生

　

藤
田　

真
也
・
尾
山　

玲
子

　

北
田　

伸
子
・
佐
藤　

聖
子

　

北
川
さ
ち
子
・
種
川　

春
江

　

佐
藤　

文
子
・
藤
井　

さ
よ

　

藤
井
あ
け
み
・
藤
井　

明
代

　

岡
田　

弘
子
・
藤
井　

保
江

　

藤
本
智
江
美
・
鳥
越
千
恵
子

　

森
本　

峰
子
・
蔵
本　

哲
治

　

岡
田　
　

忍
・
増
成　

圭
子

　

蔵
本　

久
美

◎
監　

事

　

南
村　

ゆ
か
・
池
田　

知
子

令
和
２
年
度
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

令
和
２
年
度
福
祉
委
員

幼

児

学

級

家
庭
教
育
学
級

婦

人

学

級

高
齢
者
学
級

公
民
館
学
級
活
動
計
画

公
民
館
学
級
活
動
計
画

県
主
地
区

　

民
生
委
員
の
交
代

県
主
地
区

　

民
生
委
員
の
交
代

社
協
会
長
挨
拶

社
協
会
長
挨
拶

会
長　

佐
藤
和
子

民
生
・
児
童
委
員
地
区
会
長　

鳥
越
愛
子

地
区
会
長　

鳥
越
愛
子

　

太
和
／
仁
古
谷
上
・
下
／
石

仏
／
木
舟
／
井
迫
／
中
岡
・

中
耕
地
／
甲
子
講

◎
北
田
伸
子

　

大
迫
１
組
・
２
組
・
３
組
・

４
組
／
向
山
西
・
東
／
西
方

住
宅

◎
尾
山
玲
子

　

実
相
前
・
後
／
都
恵
第
１
・

第
２
／
蔵
本
上
・
下
／
女
官

第
１
・
第
２
／
南
、
辻

◎
藤
田
真
也

　

上
淀
／
淀
西
／
小
林
／
淀
第

１
・
第
２
／
広
江
第
１
・
第

２
／
大
谷
上
・
下
、
西
大
谷

主
任
児
童
委
員

◎
佐
藤
聖
子

◎
佐
藤
和
子

　

県
主
全
域
担
当

　

12
月
１
日
付
で
新
体
制
で
の

活
動
を
始
め
て
い
ま
し
た
が
、

５
月
１
日
付
で
佐
藤
洋
介
さ
ん

か
ら
藤
田
真
也
さ
ん
に
民
生
・

児
童
委
員
が
交
代
い
た
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

担
当
は
淀
・
広
江
・
大
谷
地

区
を
引
継
ぎ
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

引
続
き
地
域
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、「
お
気
付
き
の
こ

と
」「
悩
み
ご
と
」「
相
談
し
た

い
こ
と
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
担
当
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
お

気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
委
員
の
担
当
地
区

（
自
治
会
名
）
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

て
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

長
年
、
事
務
局
を
務
め
て
、
よ

く
分
か
っ
て
会
長
に
な
ら
れ
た
前

会
長
の
よ
う
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

で
も
、
県
主
地
区
社
協
は
、
井

原
市
内
の
地
区
社
協
の
中
で
も

活
動
が
盛
ん
で
、
理
事
の
皆
さ

ん
の
協
力
も
良
く
て
、
し
っ
か
り

し
た
運
営
が
で
き
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

「
経
験
不
足
で
あ
り
、
役
員
の
皆

さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
は
な

い
か
。」
と
か
、「
本
当
に
自
分
が

引
き
受
け
て
よ
か
っ
た
の
か
。」「
コ

ロ
ナ
対
策
、
災
害
時
避
難
対
応

な
ど
の
新
し
い
課
題
に
、
こ
の
私

が
立
ち
向
か
え
る
の
か
」
な
ど
な

ど
、
悩
み
は
尽
き
ま
せ
ん
。
け

れ
ど
も
、「
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
精
一
杯
や
っ
て
、
で
き
な
い
こ
と

は
役
員
の
皆
さ
ん
に
助
け
て
も
ら

う
。」
と
考
え
て
、
最
善
を
尽
く

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

私
に
何
が
で
き
る
か
、
ま
だ
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
役
員
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
県
主
地
域
の
人
と
繋
が
り

合
っ
て
、
一
生
懸
命
に
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

私
は
、
退
職
し
て
か
ら
、
サ
ロ

ン
や
カ
フ
ェ
、Ａ
Ｂ
Ｃ
の
会
（
中
学

生
と
の
勉
強
会
）、
絵
本
読
み
な

ど
の
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

県
主
の
人
と
関
わ
る
こ
と
が
多

く
な
り
、
県
主
の
人
の
顔
が
少

し
ず
つ
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
こ
と
が
、
今
は
嬉
し
い
で
す
。

昨
年
の
12
月
、
今
ま
で
の
恩
返

し
と
思
っ
て
民
生
主
任
児
童
委

員
を
引
き
受
け
、
当
て
職
と
し

て
県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

の
理
事
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
理
事
に
な
っ
て
半
年
も
な
ら

な
い
う
ち
に
、
会
長
を
受
け
る

な
ど
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
な
の

で
す
が
、
藤
井
前
会
長
が
元
気

に
な
ら
れ
る
ま
で
、
安
心
し
て
治

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
思
っ

民
生
・
児
童
委
員



６
月 

開
講
式　

 

ご
み
の
分
別
講
習 

７
月 

研
修
旅
行 

９
月 

作
品
作
り

　
　
　
（
ク
ラ
フ
ト
籠
作
り
）

11
月 

公
民
館
Ｇ
Ｇ
大
会
参
加

２
月 

生
涯
学
習
講
座

 

（
花
の
寄
せ
植
え
）

３
月 

出
前
講
座
・
閉
講
式

　
　
　

門
田
楽
寿
会

社
会
奉
仕
と
健
康
の
維
持
管
理 

４
月 

学
習
計
画 

５
月 

総
会

10
月 

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

11
月 

研
修
親
睦
旅
行

12
月 

出
前
講
座｢

料
理
教
室｣

３
月 

門
田
・
西
方
楽
寿
会
親

睦
大
会

西
方
楽
寿
会

社
会
貢
献
と
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り

４
月　

学
習
計
画 

６
月　

食
育
講
座 

７
月　

ふ
れ
あ
い
親
睦
旅
行

９
月　

社
会
奉
仕
実
践
活
動

10
月　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

11
月　

ふ
れ
あ
い
親
睦
旅
行

１
月　

料
理
教
室

２
月　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い

３
月　

門
田
・
西
方
楽
寿
会
親

睦
大
会

　

明
る
く
心
身
と
も
に
健
康
な 

幼
児
の
育
成
を
図
る
た
め
、
会 

員
相
互
に
研
修
し
、
保
護
者
の 

親
睦
を
深
め
る
。

４
月 

開
講
式

５
月 

親
子
遠
足 

６
月 

音
楽
遊
び

８
月 

水
遊
び 

９
月 

電
車
遠
足

10
月 

パ
ン
作
り

11
月  

親
子
遠
足

12
月 

奉
仕
作
業
・
ク
リ
ス
マ
ス
会

２
月 

お
別
れ
遠
足
・
閉
講
式

　

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
親
子

で
共
通
体
験
を
し
、
共
に
感
動

を
味
わ
い
ふ
れ
合
い
を
深
め
る
。

ま
た
相
互
の
親
睦
を
深
め
地
域

社
会
へ
参
加
す
る
。

７
月 

開
講
式
・
作
品
作
り

９
月 

教
育
講
演
会

11
月 

ハ
ウ
ス
祭
り
展
示

11
月 

公
民
館
Ｇ
Ｇ
大
会
参
加

２
月 

出
前
講
座
・
閉
講
式

　

自
治
会
女
性
部
会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
自
己
の
教
養
を
高

め
る
。
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●
１
部

　
　

佐
藤　

裕
美
・
藤
井　

亮
則

　
　

藤
井　

久
美
・
佐
藤　

和
子

　
　

岡
田　

敏
枝

●
２
部

　
　

安
原　

正
哲
・
磯
崎　

泰
久

　
　

藤
井　

勝
美
・
岡
田　
　

学

　
　

大
池　

達
也

●
３
部

　
　

岡
田　

和
久
・
岡
田　

雅
治

●
４
部

　
　

多
賀　

修
治
・
田
村　

駿
逸

　
　

阪
本　

節
夫

●
５
部

　
　

安
原　

由
弘
・
山
本　

益
之

　
　

廣
田　

弥
久
・
松
田　

誠
治

●
６
部

　
　

馬
越　

利
行
・
尾
山　

正
信

　
　

吉
仲　

啓
子
・
吉
仲　

利
哲

●
７
部

　
　

種
川　

春
江
・
鳥
越　

恵
子

　
　

佐
藤　

英
子
・
北
田　

正
次

●
８
部

　
　

三
嶋　

邦
恵
・
北
田　

治
美

●
９
部

　
　

森
岡　

順
次
・
佐
藤　

政
恵

　
　

生
駒　

悦
子
・
藤
井　

保
江

●
10
部

　
　

岡
田　

安
志
・
平
川　

佳
孝

●
11
部

　
　

木
田　

秀
夫
・
三
村　

賢
司

　
　

池
田　

也
実
・
北
殿
万
里
子

◎
顧　

問

　

生
駒
五
三
六
・
北
田　

雅
之

　

藤
井　
　

護

◎
会　

長

　

佐
藤　

和
子

◎
副
会
長

　

西
本　
　

興
・
佐
藤　

好
晴

　

鳥
越　

愛
子

◎
庶　

務

　

藤
井　

房
郎

◎
会　

計

　

三
嶋　

佐
織

◎
理　

事

　

森
下　

和
美
・
岡
田　

章
文

　

山
本　

俊
和
・
大
池　

達
也

　

阪
本　

節
夫
・
吉
仲　

利
哲

　

北
田　

泰
裕
・
藤
井　

徳
生

　

藤
田　

真
也
・
尾
山　

玲
子

　

北
田　

伸
子
・
佐
藤　

聖
子

　

北
川
さ
ち
子
・
種
川　

春
江

　

佐
藤　

文
子
・
藤
井　

さ
よ

　

藤
井
あ
け
み
・
藤
井　

明
代

　

岡
田　

弘
子
・
藤
井　

保
江

　

藤
本
智
江
美
・
鳥
越
千
恵
子

　

森
本　

峰
子
・
蔵
本　

哲
治

　

岡
田　
　

忍
・
増
成　

圭
子

　

蔵
本　

久
美

◎
監　

事

　

南
村　

ゆ
か
・
池
田　

知
子

令
和
２
年
度
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

令
和
２
年
度
福
祉
委
員

幼

児

学

級

家
庭
教
育
学
級

婦

人

学

級

高
齢
者
学
級

公
民
館
学
級
活
動
計
画

公
民
館
学
級
活
動
計
画

県
主
地
区

　

民
生
委
員
の
交
代

県
主
地
区

　

民
生
委
員
の
交
代

社
協
会
長
挨
拶

社
協
会
長
挨
拶

会
長　

佐
藤
和
子

民
生
・
児
童
委
員
地
区
会
長　

鳥
越
愛
子

地
区
会
長　

鳥
越
愛
子

　

太
和
／
仁
古
谷
上
・
下
／
石

仏
／
木
舟
／
井
迫
／
中
岡
・

中
耕
地
／
甲
子
講

◎
北
田
伸
子

　

大
迫
１
組
・
２
組
・
３
組
・

４
組
／
向
山
西
・
東
／
西
方

住
宅

◎
尾
山
玲
子

　

実
相
前
・
後
／
都
恵
第
１
・

第
２
／
蔵
本
上
・
下
／
女
官

第
１
・
第
２
／
南
、
辻

◎
藤
田
真
也

　

上
淀
／
淀
西
／
小
林
／
淀
第

１
・
第
２
／
広
江
第
１
・
第

２
／
大
谷
上
・
下
、
西
大
谷

主
任
児
童
委
員

◎
佐
藤
聖
子

◎
佐
藤
和
子

　

県
主
全
域
担
当

　

12
月
１
日
付
で
新
体
制
で
の

活
動
を
始
め
て
い
ま
し
た
が
、

５
月
１
日
付
で
佐
藤
洋
介
さ
ん

か
ら
藤
田
真
也
さ
ん
に
民
生
・

児
童
委
員
が
交
代
い
た
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

担
当
は
淀
・
広
江
・
大
谷
地

区
を
引
継
ぎ
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

引
続
き
地
域
の
皆
様
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、「
お
気
付
き
の
こ

と
」「
悩
み
ご
と
」「
相
談
し
た

い
こ
と
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
担
当
地
区
に
か
か
わ
ら
ず
お

気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
委
員
の
担
当
地
区

（
自
治
会
名
）
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

て
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

長
年
、
事
務
局
を
務
め
て
、
よ

く
分
か
っ
て
会
長
に
な
ら
れ
た
前

会
長
の
よ
う
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

で
も
、
県
主
地
区
社
協
は
、
井

原
市
内
の
地
区
社
協
の
中
で
も

活
動
が
盛
ん
で
、
理
事
の
皆
さ

ん
の
協
力
も
良
く
て
、
し
っ
か
り

し
た
運
営
が
で
き
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

「
経
験
不
足
で
あ
り
、
役
員
の
皆

さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
は
な

い
か
。」
と
か
、「
本
当
に
自
分
が

引
き
受
け
て
よ
か
っ
た
の
か
。」「
コ

ロ
ナ
対
策
、
災
害
時
避
難
対
応

な
ど
の
新
し
い
課
題
に
、
こ
の
私

が
立
ち
向
か
え
る
の
か
」
な
ど
な

ど
、
悩
み
は
尽
き
ま
せ
ん
。
け

れ
ど
も
、「
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
精
一
杯
や
っ
て
、
で
き
な
い
こ
と

は
役
員
の
皆
さ
ん
に
助
け
て
も
ら

う
。」
と
考
え
て
、
最
善
を
尽
く

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

私
に
何
が
で
き
る
か
、
ま
だ
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
役
員
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
、
県
主
地
域
の
人
と
繋
が
り

合
っ
て
、
一
生
懸
命
に
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

私
は
、
退
職
し
て
か
ら
、
サ
ロ

ン
や
カ
フ
ェ
、Ａ
Ｂ
Ｃ
の
会
（
中
学

生
と
の
勉
強
会
）、
絵
本
読
み
な

ど
の
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

県
主
の
人
と
関
わ
る
こ
と
が
多

く
な
り
、
県
主
の
人
の
顔
が
少

し
ず
つ
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
こ
と
が
、
今
は
嬉
し
い
で
す
。

昨
年
の
12
月
、
今
ま
で
の
恩
返

し
と
思
っ
て
民
生
主
任
児
童
委

員
を
引
き
受
け
、
当
て
職
と
し

て
県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

の
理
事
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
理
事
に
な
っ
て
半
年
も
な
ら

な
い
う
ち
に
、
会
長
を
受
け
る

な
ど
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
な
の

で
す
が
、
藤
井
前
会
長
が
元
気

に
な
ら
れ
る
ま
で
、
安
心
し
て
治

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
思
っ

民
生
・
児
童
委
員
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○
調
理
室
・
和
室
は
土
足
厳
禁

で
す
。

○
利
用
後
は
必
ず
清
掃
を
し
て

下
さ
い
。

○
管
理
者
が
不
在
の
時
は
、
玄

関
の
施
錠
操
作
を
お
願
い
し

ま
す
。

★
エ
ア
コ
ン
・
ガ
ス
・
照
明
・

換
気
扇
の
停
止
を
必
ず
確
認

し
て
下
さ
い
。

○
ゴ
ミ
は
各
自
で
持
ち
帰
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
鍵
の
運
用
に
つ
い
て

　

管
理
者
が
不
在
の
時
は
、
各

自
で
開
錠
の
上
入
館
し
て
下
さ

い
。

　

キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
暗
証
番
号

は
、
利
用
の
多
い
団
体
宛
に
通

知
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
団
体
及
び
個
人
で

利
用
さ
れ
る
方
は
、
管
理
者
に

事
前
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

○
駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て

　

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
の

　

公
民
館
新
築
に
あ
た
り
利
用

の
き
ま
り
を
制
定
い
た
し
ま
し

た
の
で
遵
守
い
た
だ
き
大
切
に

利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

○
営
利
目
的
、
政
治
、
宗
教
活

動
な
ど
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
利
用
の
申
し
込
み
は
、
予
約

表
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

　

利
用
後
は
使
用
簿
に
使
用
内

容
を
記
載
し
て
下
さ
い
。

○
光
熱
費
の
高
騰
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
冷
暖
房
費
を
ご

負
担
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

利
用
ご
と
の
冷
暖
房
使
用
料

は
、
集
会
室
・
調
理
室
・
ロ
ビ
ー

は
２
０
０
円
、
和
室
・
会
議
室
・

学
習
工
作
室
は
１
０
０
円

　

利
用
の
都
度
風
除
室
の
ポ
ス

ト
（
冷
暖
房
利
用
料
表
示
）
に

入
れ
て
下
さ
い
。

県
主
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

馬
越
利
行
様
（
亡　

母
）

　

藤
井
直
美
様
（
亡　

夫
）

　

木
下
浩
次
様
（
亡
祖
母
）

　

小
寺
展
弘
・
千
さ
ん

　
　

男
の
子　

亮
吾
ち
ゃ
ん

　
　
　
（
３
月
27
日
生
ま
れ
）































紙
面
を
も
っ
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

県
主
公
民
館
長　
　

西　

本　
　
　

興





出
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

り
ょ
う
ご

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

0

0

で
、
旧
公
民
館
跡
地
等
を
利
用

し
整
理
し
て
駐
車
し
て
下
さ
い
。

○
休
館
日
（
主
事
不
在
日
）

　

毎
週
日
曜
・
月
曜
日
・
祝
祭

日
は
全
日
、
土
曜
日
は
午
後
１

時
以
降

※

施
設
の
整
備
の
た
め
休
館
日

を
特
別
に
設
け
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

★
詳
し
く
は
備
付
け
の
利
用
の

き
ま
り
を
確
認
下
さ
い
。

　

更
に
は
、
近
隣
と
地
域
の
皆

様
の
深
い
ご
理
解
に
対
し
ま
し
て

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

高
齢
者
ま
で
地
域
の
誰
も
が
集

い
学
び
、
将
来
に
わ
た
っ
て
皆

様
と
の
絆
が
繋
が
っ
て
い
く
、

必
要
と
さ
れ
る
公
民
館
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

委　
員　
長　

岡
田　

廣
康

　

副
委
員
長　

藤
森　

雅
和

　
　
　

〃　
　
　

西
本　
　

興

　

委　
　

員　

山
本　

勝
禧

　
　
　

〃　
　
　

岡
田　

章
文

　
　
　

〃　
　
　

藤
井　
　

護

　
　
　

〃　
　
　

鳥
越　

愛
子

　
　
　

〃　
　
　

蔵
本　

敏
秀

　
　
　

〃　
　
　

尾
山　

立
志

　
　
　

〃　
　
　

岡
本　

好
範

　

事　
務　
局　

山
本　

俊
和

　
　
　

〃　
　
　

森
下　

和
美

ま
し
た
。
構
想
か
ら
３
年
９
か

月
余
り
、
近
隣
の
皆
様
の
ご
協

力
と
建
設
推
進
委
員
会
の
皆
様

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
土

地
の
取
得
か
ら
設
計
・
造
成
工

事
や
建
築
工
事
な
ど
、
そ
の
間

に
は
、
市
当
局
の
厳
し
い
財
政

事
情
と
と
も
に
、消
費
税
の
増
税
、

資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
、
色
々

な
要
因
が
あ
り
、
満
足
で
き
な

か
っ
た
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
様
々
な
紆
余
曲
折

を
経
て
完
成
し
た
公
民
館
は
、

環
境
に
や
さ
し
い
近
代
的
な
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮

し
た
設
計
で
、
玄
関
ロ
ビ
ー
の

天
井
は
高
く
吹
き
抜
け
に
な
っ

て
お
り
、
多
目
的
ホ
ー
ル
を
設

け
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も
配
置

し
て
い
ま
す
。
広
々
と
し
た
調

理
室
や
集
会
室
、
清
潔
な
衛
生

設
備
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

の
拠
点
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
当
局

と
工
事
関
係
者
の
皆
様
、
ま
た
、

多
大
な
時
間
と
労
力
を
奉
仕
し

て
い
た
だ
い
た
建
設
推
進
委
員

会
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
敬
意
を

表
し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

止
を
受
け
て
、
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昭
和
51
年
３
月
に
開
館
し
た

旧
公
民
館
は
、
こ
れ
ま
で
皆
様

の
直
接
生
活
に
関
わ
る
催
し
物

や
文
化
振
興
・
福
祉
の
増
進
な

ど
長
い
歴
史
の
中
で
地
域
を
見

守
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

施
設
・
設
備
の
老
朽
化
や
自
然

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
と
し

て
、
不
適
格
で
あ
る
こ
と
な
ど

の
意
見
を
も
と
に
新
た
に
建
て

替
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
、
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
と
協
議
し
、
新
公
民
館
建

設
の
方
針
が
確
定
し
た
上
で
、

公
民
館
運
営
審
議
会
を
開
催
し

て
建
設
推
進
委
員
会
を
設
置
し

　

あ
じ
さ
い
の
花
が
美
し
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
於

か
れ
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

な
か
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
度
、
44
年
ぶ
り
に
新

た
な
県
主
公
民
館
が
完
成
し
、

４
月
25
日
に
、
大
舌
井
原
市
長

を
は
じ
め
、
坊
野
井
原
市
議
会

議
長
、
伊
藤
教
育
長
、
他
数
名

の
関
係
者
が
出
席
し
て
竣
工
式

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
誠
に
有

難
く
限
り
な
い
喜
び
で
あ
り
ま

す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
落
成
記

念
祝
賀
会
を
開
催
し
て
、
地
域

の
皆
様
と
と
も
に
喜
び
を
分
か

ち
合
い
た
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延

に
よ
る
各
所
の
イ
ベ
ン
ト
の
中

新
し
い
公
民
館
の
完
成

建
設
推
進
委
員
会

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】http://w

w
w
.agatanosato.jp

県
の
里
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
ペ
ー
ジ
で「
み
ん
な
の
県
主
」が
閲
覧
で
き
ま
す
。

編
集
委
員

安
藤
直
樹
・
岡
田　

忍
（
ま
ち
づ

く
り
）・
大
池
達
也
（
自
治
連
）・

山
本
俊
和
・
森
本
峰
子
・
鳥
越
千

恵
子
（
社
協
）・
森
下
和
美
（
公

民
館
）

 　

９
月
６
日
（
日
）
か
ら

 　
　

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

 　

11
月
８
日
（
日
）　

 　
　

ハ
ウ
ス
祭
り

 　

11
月
29
日
（
日
）　

 　
　

県
主
公
民
館
Ｇ･

Ｇ
大
会

 　

12
月
６
日
（
日
）　

 　
　

不
燃
性
粗
大
ご
み
収
集

 　

12
月
29
日
（
火
）

 　
　

公
民
館
煤
払
い

 　

１
月
３
日
（
日
）　

　
　
　

新
年
互
礼
会

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ お

知
ら
せ

公
民
館
の
利
用
に
つ
い
て

公
民
館
利
用
の
き
ま
り（
抜
粋
）

中
止
と
な
っ
た
行
事

　

町
民
体
育
祭
、
井
原
夏
祭

り
、
納
涼
盆
踊
り
大
会
、
敬

老
会
、
市
民
体
育
祭

　

な
お
、
公
民
館
学
級
活
動

の
予
定
は
年
度
初
め
の
予
定

を
記
載
し
て
い
ま
す
。
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